
障害者計画に関するアンケート調査 新規設問案 

① 障がいのある人 

 

目的：医療的ケアを受けている方において、求められる支援や医療のことでの問題・課題を把

握し、今後の支援の検討資料とする。 

問● 医療的ケアに関して、どのような支援の充実が必要だと思いますか。（あてはまるもの

すべてに○） 

１．ヘルパーの確保・育成   ２．医療従事者の確保・育成 

３．医療的ケア児の家族への支援   

４．医療的ケア児が利用できる短期入所施設の整備 

５．医療的ケア児の教育に関する支援 

６．医療的ケア児の通所支援の整備（児童発達支援・放課後等デイサービス）  

７．医療的ケア児の外出手段の確保に関する支援   

８．その他（                      ） 

 

問● 医療のことで困っていることは何ですか。家族として困っていることを含めてお答えく

ださい。（あてはまるものすべてに○） 

１．通院の交通手段が確保・利用しにくい  ２．通院の付き添いがいない 

３．医師とのコミュニケーションができない ４．専門的な医療機関が近くにない 

５．ちょっとした病気やケガを受け入れる医療機関が近くにない 

６．いくつも医療機関に通わなければならない  

７．気軽に往診を頼める医師がいない 

８．歯の治療が難しい    ９．医療費の負担が大きい 

10．医療機関の建物の構造が障がいのある方に配慮されていない 

11．その他（                 ）  

12．特に困っていることはない 

  

追加資料 
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目的：新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生活での変化や問題・課題について把握

する。 

問● 新型コロナウイルス感染症の影響により、日常生活で特に困っていることはどのような

ことですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．収入の減少     ２．勉強する機会が少なくなった  

３．支出の増加     ４．運動・スポーツの機会の減少 

５．仕事がなくなった・仕事が減った  ６．外出の制限 

７．生活必需品の確保    ８．働き方の変化による負担 

９．あなたと家族の健康悪化   10．特にない 

11．その他（                               ） 

 

 

目的：現在や今後の暮らしの意向を把握し、直近（３年以内）の意向については、障がい福

祉サービスの見込みへの反映も検討する。 

問● あなたは現在、どのように暮らしていますか。（１つに○） 

１ 一人で暮らしている（グループホームを除く）  

２ 家族と暮らしている   ３ グループホームで暮らしている  

４ 入所施設で暮らしている  ５ 病院に入院している 

６ その他（                    ） 

※ グループホームとは、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。 

また、入浴、排せつ、食事の介護などの必要性が認定されている方には介護サービスも

提供します。 

問● あなたは３年以内の近い将来、どのように暮らしたいですか。 

（最もあてはまるものに１つだけ○） 

１ 一人で暮らしている（グループホームを除く）  

２ 家族と暮らしている   ３ グループホームで暮らしている  

４ 入所施設で暮らしている  ５ 病院に入院している 

６ その他（                    ） 

問● あなたは３年より後の遠い将来、どのように暮らしたいですか。 

（最もあてはまるものに１つだけ○） 

１ 一人で暮らしている（グループホームを除く）  

２ 家族と暮らしている   ３ グループホームで暮らしている  

４ 入所施設で暮らしている  ５ 病院に入院している 

６ その他（                    ） 
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問● 地域で生活するためには、どのような支援があればよいと思いますか。 

（○はいくつでも可） 

１ 在宅で医療的ケアなどが適切に受けられる   

２ 障がい者に適した住居の確保  

３ 必要な在宅サービスが適切に利用できる  

４ 生活訓練・機能訓練（リハビリ）の充実    

５ 経済的な負担の軽減   

６ 相談対応などの充実 

７ 地域住民などの理解 

８ コミュニケーションについての支援 

９ 金銭・書類の管理や各種手続の援助 

10 緊急時に対応してくれる場所（サービス） 

11 移動手段の確保  

12 その他（           ） 

 

 

目的：放課後等デイサービスの利用者において、卒業後の生活の意向のついて把握する。 

問● 学校卒業後どのような生活、暮らしの意向がありますか。（１つに○） 

１ 一般就労    ２ 福祉的就労 

３ 大学進学している   ４ 専門学校への進学   

５ 就職に向けての準備   ６ 特にない 

７ その他（                                ） 

※ グループホームとは、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。 

また、入浴、排せつ、食事の介護などの必要性が認定されている方には介護サービスも

提供します。 

 

目的：市民の障がいへの理解の促進を図るとともに、障がいのある人自身の地域との関わり

を持つことも重要と考え、地域とのつながりを持つうえでの課題を把握する。 

問● あなたは、地域社会での活動（公民館・町内会・自治会・商店会・子ども会等の行事等）

に参加しますか。（○は１つ） 

１．よく参加する   ２．時々参加する  ３．参加しない 

 

問● あなたが地域活動に参加しようとした場合、そのさまたげとなることは何ですか。 

（○は３つまで） 

１．どのような活動が行われているか知らない ２．費用や手間 

３．気軽に参加できる活動が少ない   



3 

４．いっしょに活動する友人・仲間がいない 

５．活動の中での役割がない   ６．活動に必要な技術や経験 

７．家庭の事情（病人、家事、仕事等）  ８．活動場所が近くにない 

９．活動場所の施設や設備が障がいのある人の利用に配慮されていない 

10．健康状態や体力    11．参加したくなるようなものが

ない 

12．過去に参加したが期待はずれだった   

13．その他（                           ） 

14．さまたげになることは特にない  15．地域活動には興味がない 
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② 障がい者関係団体 

目的：市の障がい福祉施策を充実していく上で必要な取組みについての意見を把握する。 

 

問● 障害者への支援を充足させるために、必要な取り組みや配慮は何だと思いますか。（○

は５つまで） 

Ａ 情報提供に関すること 

１．障害福祉サービスの内容や利用手続きなどに関する情報提供 

２．悩みごとが相談できる人や団体、機関に関する情報提供 

３．障害者の社会参加を促すための情報提供 

４．障害の特性に配慮した情報伝達の手法 

Ｂ 障害者の就労に関すること 

５．企業などの積極的な障害者雇用 

６．通勤や移動に対する配慮や支援の充実 

７．障害の特性や程度に合った仕事の提供 

８．障害のあるかたに配慮した就労条件や職場環境の充実 

９．働く場の紹介（斡旋）や相談の充実 

Ｃ 他の事業所や関係機関との連携に関すること 

10．他の障害福祉サービス事業所等との連携 

11．相談支援事業所との連携 

12．他分野（保健・医療、福祉、教育、雇用等）との連携 

Ｄ 地域との関わりに関すること 

13．地域との交流など障害者の社会参加への支援体制の充実 

14．事業所の整備にあたっての地域住民の理解 

Ｅ サービス利用者への支援に関すること 

15．重度障害者、要医療者への支援体制の充実 

16．虐待防止、差別解消など利用者の権利擁護体制の充実 

17．利用者のプライバシー保護・個人情報の管理の徹底 

Ｆ 住まいに関すること 

18．障害に適した設備をもった住宅の整備 

19．グループホーム等の居住系サービスの整備 

Ｇ 社会参加や余暇を過ごすための活動に関すること 

20．気軽に参加できる場や機会の充実 

21．バリアフリー等の利用しやすい施設への改善 

22．参加を補助するボランティアなどの育成 

 

23．その他（                             ） 
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③ 障がい福祉関係事務所 

目的：地域生活支援拠点等の整備にあたり、事業所において担える役割の意向を把握し、地

域生活支援拠点等の整備を進めていく上での検討資料とする。 

問● 国は、障害者の重度化・高齢化や「親亡き後」を見据え、居住支援のための機能を地域

の実情にあわせて整備し、障害者の生活を地域全体で支えるサービス提供体制（地域生

活支援拠点等）の構築を進めており、平成 32 年度までに市町村または各圏域に一つ以

上整備することとしています。 

市においては、障害者を支援する地域生活支援拠点等の整備にあたり、地域の複数の

機関が分担して役割を担う「面的整備」を進めていきたいと考えております。 

貴事業所は下記の役割を担うことが可能ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．24時間の相談支援対応ができるコーディネーターの配置 

２．昼間の相談支援対応ができるコーディネーターの配置 

３．夜間の相談支援対応ができるコーディネーターの配置 

４．短期入所を活用した常時の緊急受け入れ体制の確保及び緊急時の受け入れや医療

機関への連絡等の必要な対応 

５．グループホームや一人暮らしの体験の機会・場を提供すること 

６．医療的ケアが必要な者や行動障害を有する者、高齢化に伴い重度化した障害者に 

対する専門的な対応 

７．専門的な対応ができる人材の養成を行うこと 

８．地域の様々なニーズに対応し、社会資源の連携体制の構築を行うこと 

９．障害者の権利擁護、成年後見制度の利用促進に関すること 

10．障害者虐待・困難事例等への対応 

11．担うことができない 
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④ 市民向け 

目的：地域における障がい者支援に対して、共助に部分での市民の支え合い、助けいあいの

意向を把握する。 

問● ここ２～３年で、障がいのある方に次のようなお手伝いをしましたか。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．荷物を持った 

２．階段の上り下りや道路の横断、電車・バスの乗り降りに手を貸したり、声をかけた

りした 

３．車いすを押したり、持ち上げるのを手伝った ４．公共の交通機関等で席を譲った 

５．訪問したり、話し相手になったりした ６．かわりに買い物をした 

７．食事や惣菜を持っていった ８．食事を作ったり、掃除や洗濯を手

伝ったりした 

９．車で送り迎えをするなど外出の手伝いをした 10．その他 （     ） 

11．特にお手伝いをしたことはない 

【問 10で「特にお手伝いをしたことはない」に○をつけた方におうかがいします】 

問● お手伝いをしたことがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．お手伝いをするほど親しい人がいないから 

２．お手伝いを必要とする人が身近にいない・必要とされたことがないから 

３．気恥ずかしさを感じるから   

４．おせっかいのような気がするから 

５．どのようにしてよいかわからないから  

６．専門の人や関係者に任せた方がよいと思うから 

７．関心がないから   ８．その他（          ） 

問● 近所の障がいのある方などへの日常的な支援について、お考えに最も近いものをお答え

ください。（○は１つ） 

１．近所に住む者として、できる範囲で支援したい 

２．支援をしたいが、何をすればよいのかわからない 

３．支援をしたいが、自分のことが精一杯でその余裕がない 

４．支援は国・県・市やボランティアなどの仕事なので、近所の者はしなくてよい 

５．余計なお世話になってしまうので、支援はしない 

６．その他（                             ） 

 


